
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

規

則

】

○

岡

山

県

県

民

生

活

関

係

手

数

料

徴

収

条

例

の

一

県

民

生

活

交

通

課

部

を

改

正

す

る

条

例

の

施

行

期

日

を

定

め

る

規

則

○

農

業

協

同

組

合

法

施

行

細

則

の

一

部

を

改

正

す

組

合

指

導

課

る

規

則

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

【

告

示

】

○

一

般

旅

券

の

発

給

に

お

い

て

人

道

上

の

配

慮

を

国

際

課

必

要

と

す

る

場

合

の

指

定

○

農

業

協

同

組

合

法

施

行

細

則

に

定

め

る

申

請

書

組

合

指

導

課

、

報

告

書

そ

の

他

の

書

類

の

様

式

の

一

部

改

正

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

岡

山

県

公

報

平成２８年４月１日 号 外



◎
岡
山
県
規
則
第
三
十
三
号

岡
山
県
県
民
生
活
関
係
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
県
民
生
活
関
係
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規

則

岡
山
県
県
民
生
活
関
係
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
八
年
岡
山
県
条
例

第
九
号
）
の
施
行
期
日
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
規
則
第
三
十
四
号

農
業
協
同
組
合
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

農
業
協
同
組
合
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

農
業
協
同
組
合
法
施
行
細
則
（
平
成
十
六
年
岡
山
県
規
則
第
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
一
条
中

農
業
協
同
組
合
法
施
行
規
則

平
成
十
三
年
農
林
水
産
省
令
第
百
四
十
八
号

を

農

「

（

）
」

「

業
協
同
組
合
法
施
行
規
則
（
平
成
十
七
年
農
林
水
産
省
令
第
二
十
七
号
。
第
二
十
六
条
第
一
項
、
第
二

十
六
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
十
九
条
の
二
に
お
い
て
「
省
令
」
と
い
う

」
に
改
め
る
。

。
）

第
三
条
中
「
県
民
局
に
」
を
「
県
民
局
長
を
経
由
し
て
知
事
に
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
県
民
局
」
を
「
県
民
局
長
」
に
改
め
る
。

「

」

「

」

、「

」

「

」

第
五
条
第
二
項
中

当
該
連
合
会

を

当
該
農
業
協
同
組
合
連
合
会

に

議
決

を

決
議

に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
第
二
号
中
「
を
議
決
し
た
」
を
「
の
決
議
を
し
た
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
財

産
目
録
」
を
「
最
終
事
業
年
度
に
係
る
財
産
目
録
又
は
貸
借
対
照
表
（
最
終
事
業
年
度
が
な
い
場
合
に

あ
っ
て
は
、
成
立
の
日
に
お
け
る
財
産
目
録
又
は
貸
借
対
照
表

」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
及
び
第
八

）

号
中
「
を
議
決
し
た
」
を
「
の
決
議
を
し
た
」
に
改
め
、
同
項
中
第
十
一
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
十

号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
九
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

十

法
第
六
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
及
び

催
告
の
写
し
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
告
を
官
報
の
ほ
か
、
法
第
九
十
七
条
の
四
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
公
告
の
方
法
と
し
て
定
款
に
定
め
た
、
時
事
に
関
す
る
事
項
を
掲
載
す
る
日
刊

新
聞
紙
に
掲
載
す
る
方
法
又
は
電
子
公
告
に
よ
り
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
公
告
の
写

し
）

十
一

法
第
六
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
債
権
者
が
一
定
の
期
間
内
に
異
議
を
述
べ
な
か
っ
た
こ
と
を
証
す
る
監
事
の
作
成

し
た
書
面

十
二

法
第
六
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
手
続
を
経

た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
手
続
を
経
た
こ
と
を
証
す
る
書
面

第
六
条
第
二
項
中
「
次
に
掲
げ
る
」
を
「
合
併
後
の
出
資
の
総
口
数
及
び
総
額
を
記
載
し
た
」
に
改
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め
、
同
項
各
号
を
削
る
。

第
七
条
第
一
号
中
「
第
九
号
」
を
「
第
十
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
前
条
第
二
項
各
号
に

掲
げ
る
」
を
「
前
条
第
二
項
の
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
新
設
分
割
の
認
可
申
請
）

新
設
分
割
組
合
は
、
法
第
七
十
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
新
設
分
割
の
認
可
を

第
七
条
の
二

受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
申
請
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

新
設
分
割
の
理
由
書

二

新
設
分
割
の
決
議
を
し
た
総
会
議
事
録
の
謄
本

三

新
設
分
割
計
画
書

四

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
（
最
終
事
業
年
度
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
成
立
の
日

に
お
け
る
貸
借
対
照
表
）

五

総
代
会
で
新
設
分
割
の
決
議
を
し
た
新
設
分
割
組
合
に
あ
っ
て
は
、
法
第
七
十
条
の
三
第
五
項

に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
状
況
を
記
載
し
た
書
類

六

法
第
七
十
条
の
三
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
総

会
の
招
集
が
あ
っ
た
新
設
分
割
組
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
総
会
の
開
催
ま
で
の
経
過
を
記
載
し
た

書
類
及
び
当
該
総
会
議
事
録
の
謄
本

七

新
設
分
割
経
過
報
告
書

八

新
設
分
割
の
決
議
を
し
た
総
会
の
招
集
通
知
の
写
し

九

新
設
分
割
に
係
る
理
事
会
議
事
録
の
謄
本

十

法
第
七
十
条
の
三
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
及

び
催
告
の
写
し
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
告
を
官
報
の
ほ
か
、
法
第
九
十
七
条
の
四
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
の
方
法
と
し
て
定
款
に
定
め
た
、
時
事
に
関
す
る
事
項
を
掲
載
す
る
日

刊
新
聞
紙
に
掲
載
す
る
方
法
又
は
電
子
公
告
に
よ
り
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
公
告
の

写
し
）

十
一

法
第
七
十
条
の
三
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
債
権
者
が
一
定
の
期
間
内
に
異
議
を
述
べ
な
か
っ
た
こ
と
を
証
す
る
監
事
の
作

成
し
た
書
面

十
二

法
第
七
十
条
の
三
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
手
続
を

経
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
手
続
を
経
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
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十
三

新
設
分
割
後
の
新
設
分
割
組
合
の
出
資
の
総
口
数
及
び
総
額
を
記
載
し
た
書
類

十
四

新
設
分
割
組
合
の
事
業
計
画
書
（
新
設
分
割
の
基
本
方
針
に
関
す
る
事
項
、
新
設
分
割
後
の

事
業
経
営
に
つ
い
て
の
基
本
方
針
に
関
す
る
事
項
及
び
新
設
分
割
の
日
を
含
む
事
業
年
度
以
後
の

事
業
計
画
を
内
容
に
含
む
も
の
に
限
る

）
。

十
五

新
設
分
割
設
立
組
合
の
定
款
、
各
種
事
業
実
施
規
程
、
事
業
計
画
書
（
事
業
経
営
に
つ
い
て

の
基
本
方
針
に
関
す
る
事
項
及
び
新
設
分
割
の
日
を
含
む
事
業
年
度
以
後
の
事
業
計
画
を
内
容
に

含
む
も
の
に
限
る

、
組
合
員
数
、
役
員
の
履
歴
書
及
び
事
務
所
の
位
置
を
記
載
し
た
書
類

。
）

十
六

法
第
七
十
条
の
三
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
選
任

さ
れ
た
設
立
委
員
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
監
事
の
作
成
し
た
書
面
及
び
設
立
委
員
会
議
事
録
の
謄

本
十
七

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
を
記
載
し
た
書
類

第
八
条
第
一
項
第
二
号
中
「
を
行
う
こ
と
を
議
決
し
た
」
を
「
の
決
議
を
し
た
」
に
改
め
、
同
項
第

四
号
中
「
財
産
目
録
」
を
「
最
終
事
業
年
度
に
係
る
財
産
目
録
又
は
貸
借
対
照
表
（
最
終
事
業
年
度
が

な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
成
立
の
日
に
お
け
る
財
産
目
録
又
は
貸
借
対
照
表

」
に
改
め
、
同
項
第
五

）

号
及
び
第
八
号
中
「
を
議
決
し
た
」
を
「
の
決
議
を
し
た
」
に
改
め
、
同
項
中
第
十
二
号
を
第
十
五
号

と
し
、
第
十
一
号
を
第
十
四
号
と
し
、
同
項
第
十
号
中
「
権
利
義
務
承
継
」
を
「
権
利
義
務
の
承
継
」

に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
九
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

十

法
第
七
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四

十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
及
び
催
告
の
写
し
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
告
を

、

、

官
報
の
ほ
か

法
第
九
十
七
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
の
方
法
と
し
て
定
款
に
定
め
た

時
事
に
関
す
る
事
項
を
掲
載
す
る
日
刊
新
聞
紙
に
掲
載
す
る
方
法
又
は
電
子
公
告
に
よ
り
し
た
場

合
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
公
告
の
写
し
）

十
一

法
第
七
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
債
権
者
が
一
定
の
期
間
内
に
異
議
を
述

べ
な
か
っ
た
こ
と
を
証
す
る
監
事
の
作
成
し
た
書
面

十
二

法
第
七
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

五
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
手
続
を
経
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
手
続
を
経
た
こ
と
を
証
す

る
書
面

第
八
条
第
二
項
中
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
を
削
り
、
第
五
号
を
第
一
号
と
し
、
第
六
号
を
第
二
号

と
し
、
第
七
号
を
第
三
号
と
す
る
。
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第
九
条
第
一
項
第
四
号
中

議
決

を

決
議

に
改
め

同
項
第
五
号
中

を
議
決
し
た

を

の

「

」

「

」

、

「

」

「

決
議
を
し
た
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
添
え
な
け
れ
ば
」
を
「
添
え
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ

ば
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表
」
を
「
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対

照
表
（
最
終
事
業
年
度
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
成
立
の
日
に
お
け
る
貸
借
対
照
表

」
に
改
め
、

）

同
項
第
二
号
中
「
第
九
十
二
条
第
二
項
」
を
「
第
九
十
七
条
の
四
第
二
項
」
に
改
め

「
の
み
」
を
削

、

る
。第

十
条
第
三
号
中
「
を
議
決
し
た
」
を
「
の
決
議
を
し
た
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
三
号
中
「
議
決
」
を
「
決
議
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
中
「
を
議
決
し
た
」
を
「
の
決
議
を
し
た
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
中
「
第
十
一
条
の
七
第
一
項
」
を
「
第
十
一
条
の
十
七
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号

中
「
議
決
」
を
「
決
議
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
の
見
出
し
中
「
承
認
申
請
」
を
「
承
認
申
請
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
十
一
条

の
七
第
三
項
」
を
「
第
十
一
条
の
十
七
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
を
議
決
し
た
」
を
「
の

」

、「

」

「

」

、

。

決
議
を
し
た

に

で
議
決
し
た

を

で
決
議
を
し
た

に
改
め

同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る

３

組
合
は
、
法
第
十
一
条
の
十
七
第
四
項
に
規
定
す
る
事
項
に
係
る
共
済
規
程
の
変
更
を
し
た
と
き

は
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
十
五
条
中
「
第
十
一
条
の
二
十
三
第
一
項
」
を
「
第
十
一
条
の
四
十
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条

第
三
号
中
「
議
決
」
を
「
決
議
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
の
見
出
し
を
「

信
託
規
程
の
変
更
の
承
認
申
請
等

」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
組

（

）

合
は
、
法
第
十
一
条
の
二
十
三
第
三
項
」
を
「
農
業
協
同
組
合
は
、
法
第
十
一
条
の
四
十
二
第
三
項
」

に

「
次
に
」
を
「
、
次
に
」
に
改
め

「
、
信
託
規
程
の
廃
止
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は

、

、

第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
を
」
を
削
り
、
同
項
第
一
号
中
「
又
は
廃
止
」
を
削
り
、
同
項
第

二
号
中
「
又
は
廃
止
を
議
決
し
た
」
を
「
の
決
議
を
し
た
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

農
業
協
同
組
合
は
、
法
第
十
一
条
の
四
十
二
第
四
項
に
規
定
す
る
事
項
に
係
る
信
託
規
程
の
変
更

を
し
た
と
き
は
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
、
信
託
規
程
を
廃
止
し
た
と
き
は
次
に
掲
げ
る
書
類

を
添
え
て
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

廃
止
の
理
由
書

二

廃
止
の
決
議
を
し
た
総
会
の
議
案
及
び
議
事
録
の
謄
本

第
十
七
条
中
「
第
十
一
条
の
二
十
六
」
を
「
第
十
一
条
の
四
十
五
」
に
改
め
る
。
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第
十
八
条
中
「
第
十
一
条
の
二
十
九
第
一
項
」
を
「
第
十
一
条
の
四
十
八
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条

第
三
号
中
「
議
決
」
を
「
決
議
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
見
出
し
中
「
又
は
廃
止
の
承
認
申
請
」
を
「
の
承
認
申
請
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項

「

」

「

」

、「

」

「
、

」

中

第
十
一
条
の
二
十
九
第
三
項

を

第
十
一
条
の
四
十
八
第
三
項

に

次
に

を

次
に

に
改
め

「
、
宅
地
等
供
給
事
業
実
施
規
程
の
廃
止
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
第
一
号
及
び

、

第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
を
」
を
削
り
、
同
項
第
一
号
中
「
又
は
廃
止
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
又

は
廃
止
を
議
決
し
た
」
を
「
の
決
議
を
し
た
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

組
合
は
、
法
第
十
一
条
の
四
十
八
第
四
項
に
規
定
す
る
事
項
に
係
る
宅
地
等
供
給
事
業
実
施
規
程

の
変
更
を
し
た
と
き
は
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
、
宅
地
等
供
給
事
業
実
施
規
程
を
廃
止
し
た

、

、

。

と
き
は
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て

遅
滞
な
く

そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一

廃
止
の
理
由
書

二

廃
止
の
決
議
を
し
た
総
会
の
議
案
及
び
議
事
録
の
謄
本

第
二
十
条
中
「
第
十
一
条
の
三
十
二
第
一
項
」
を
「
第
十
一
条
の
五
十
一
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条

第
三
号
中
「
議
決
」
を
「
決
議
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
見
出
し
を
「

農
業
経
営
規
程
の
変
更
の
承
認
申
請
等

」
に
改
め
、
同
条
第
一
項

（

）

「

」

「

」

、「

」

「
、

」

中

第
十
一
条
の
三
十
二
第
三
項

を

第
十
一
条
の
五
十
一
第
三
項

に

次
に

を

次
に

に
改
め

「
、
農
業
経
営
規
程
の
廃
止
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲

、

げ
る
書
類
を
」
を
削
り
、
同
項
第
一
号
中
「
又
は
廃
止
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
又
は
廃
止
を
議

決
し
た
」
を
「
の
決
議
を
し
た
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

組
合
は
、
法
第
十
一
条
の
五
十
一
第
四
項
に
規
定
す
る
事
項
に
係
る
農
業
経
営
規
程
の
変
更
を
し

た
と
き
は
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
、
農
業
経
営
規
程
を
廃
止
し
た
と
き
は
次
に
掲
げ
る
書
類

を
添
え
て
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

廃
止
の
理
由
書

二

廃
止
の
決
議
を
し
た
総
会
の
議
案
及
び
議
事
録
の
謄
本

第
二
十
三
条
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
を
議
決
し
た
」
を
「
の
決
議
を
し
た
」
に
改
め
、
同
条
第
五

号
中
「
法
第
五
十
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
し

た
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表
」
を
「
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
（
最
終
事
業
年
度
が
な
い

場
合
に
あ
っ
て
は
、
成
立
の
日
に
お
け
る
貸
借
対
照
表

」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
法
第
五
十
条

）

の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
九
条
第
三
項
」
を
「
同
条
第
三
項
」
に

「
第
九
十
二
条

、

第
二
項
」
を
「
第
九
十
七
条
の
四
第
二
項
」
に
改
め

「
の
み
」
を
削
る
。

、
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第
二
十
四
条
中
「
譲
渡
及
び
」
を
「
譲
渡
又
は
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
を
議
決

し
た
」
を
「
の
決
議
を
し
た
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
（
最
終
事
業
年
度
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
成
立
の
日

に
お
け
る
貸
借
対
照
表
）

第
二
十
四
条
第
五
号
中
「
法
第
五
十
条
の
四
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
九
条
第
三
項
」

を
「
同
条
第
三
項
」
に

「
第
九
十
二
条
第
二
項
」
を
「
第
九
十
七
条
の
四
第
二
項
」
に
改
め

「
の

、

、

み
」
を
削
る
。

第
二
十
五
条
の
見
出
し
中
「
議
決
」
を
「
決
議
」
に
改
め
、
同
条
中
「
の
議
決
」
を
「
の
決
議
」
に

改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
を
議
決
し
た
」
を
「
の
決
議
を
し
た
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
及
び
出

資
組
合
に
あ
っ
て
は

」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
を
議
決
し
た
」
を
「
の
決
議
を
し

、

た
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
中

第
六
十
四
条
第
四
項

を

第
六
十
四
条
第
五
項

に
改
め

同
条
第
二
号
中

及

「

」

「

」

、

「

び
出
資
組
合
に
あ
っ
て
は

」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
同
条
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の

、

一
項
を
加
え
る
。

組
合
（
法
第
六
十
四
条
第
二
項
の
組
合
を
除
く
。
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
同
じ

）
。

は
、
総
会
の
決
議
に
よ
り
解
散
し
た
と
き
は
、
省
令
第
二
百
八
条
に
規
定
す
る
書
類
の
ほ
か
、
次
に

掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

前
条
第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類

二

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
を
記
載
し
た
書
類

第
二
十
六
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
事
業
を
廃
止
し
て
い
な
い
旨
の
届
出
）

法
第
六
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
休
眠
組
合
が
事
業
を
廃
止
し
て
い
な

第
二
十
六
条
の
二

い
旨
の
届
出
書
は
、
同
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
知
事
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

直
近
の
総
会
議
事
録
の
謄
本

二

財
産
目
録
又
は
貸
借
対
照
表

２

前
項
の
規
定
は
、
法
第
七
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
農
事
組
合
法
人
が
事
業
を
廃
止
し
て
い
な
い
旨
の
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
継
続
の
届
出
）

、

、

第
二
十
六
条
の
三

組
合
は

法
第
六
十
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
組
合
が
継
続
し
た
と
き
は
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同
条
第
三
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
省
令
第
二
百
八
条
の
三
に
規
定
す
る
書
類
の
ほ
か
、
次
に

掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

継
続
の
理
由
書

二

継
続
の
決
議
を
し
た
日
に
お
け
る
財
産
目
録
又
は
貸
借
対
照
表

三

理
事
の
名
簿

四

継
続
の
決
議
を
し
た
総
会
の
招
集
通
知
の
写
し

五

継
続
に
係
る
清
算
人
会
の
議
事
録
の
謄
本

六

事
業
計
画
書

七

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
を
記
載
し
た
書
類

２

前
項
の
規
定
は
、
法
第
七
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
十
四
条
の
三
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
農
事
組
合
法
人
が
継
続
し
た
場
合
の
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

前
項
中
「
第
二
百
八
条
の
三
」
と
あ
る
の
は

「
第
二
百
十
七
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

、

省
令
第
二
百
八
条
の
三
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
七
条
の
見
出
し
中
「
議
決
」
を
「
決
議
」
に
改
め
、
同
条
中
「
の
議
決
」
を
「

創
立
総
会

（

を
含
む

）
の
決
議
」
に
改
め
る
。

。

第
二
十
八
条
第
二
項
中
「
議
決
し
た
」
を
「
決
議
を
し
た
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
理
事
等
の
構
成
の
特
例
の
承
認
申
請
）

組
合
は
、
省
令
第
七
十
六
条
の
二
第
一
項
第
三
号
イ
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る

第
二
十
九
条
の
二

と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
申
請
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

理
事
の
定
数
の
過
半
数
を
法
第
三
十
条
第
十
二
項
各
号
に
掲
げ
る
者
又
は
省
令
第
七
十
六
条
の

二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
認
定
農
業
者
に
準
ず
る
者
と
す
る
こ
と
と
す
れ
ば
理
事
の
選
挙
又

は
選
任
に
著
し
い
困
難
が
生
ず
る
と
判
断
し
た
理
由
書

二

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
を
記
載
し
た
書
類

２

前
項
の
規
定
は
、
経
営
管
理
委
員
設
置
組
合
が
省
令
第
七
十
六
条
の
二
第
二
項
第
三
号
イ
の
承
認

を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
第
一
号
中
「
理
事
」

と
あ
る
の
は
「
経
営
管
理
委
員
」
と

「
第
三
十
条
第
十
二
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
条
第

、

十
二
項
第
一
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
条
の
見
出
し
を
「

団
体
協
約
の
報
告

」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
規
定
に
よ
る
団
体

（

）

協
約
又
は
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
施
設
の
専
用
契
約
」
を
「
団
体
協
約
」
に
改
め
る
。
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第
三
十
二
条
第
一
項
第
三
号
中
「
第
四
十
条
の
二
」
を
「
第
四
十
一
条
」
に

「
役
員
」
を
「
役
員

、

又
は
会
計
監
査
人
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
又
は
法
」
を
「
又
は
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
法
第
六
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

「

」

「

」

。

第
三
十
五
条
中

第
七
十
二
条
の
十
六
第
四
項

を

第
七
十
二
条
の
三
十
二
第
四
項

に
改
め
る

「

」

「

」

。

第
三
十
六
条
中

第
七
十
二
条
の
十
八
第
三
項

を

第
七
十
二
条
の
三
十
五
第
三
項

に
改
め
る

第
三
十
七
条
第
一
項
中
「
第
七
十
二
条
の
十
三
第
二
項
」
を
「
第
七
十
二
条
の
二
十
九
第
二
項
」
に

改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
を
議
決
し
た
」
を
「
の
決
議
を
し
た
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
議
決
」

を
「
決
議
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
の
見
出
し
中
「
一
時
理
事
」
を
「
一
時
理
事
の
職
務
を
行
う
べ
き
者
」
に
改
め
、
同
条

中
「
第
七
十
二
条
の
十
二
の
六
」
を
「
第
七
十
二
条
の
二
十
二
」
に

「
一
時
理
事
」
を
「
一
時
理
事

、

の
職
務
を
行
う
べ
き
者
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
中
「
第
七
十
二
条
の
十
七
第
二
項
」
を
「
第
七
十
二
条
の
三
十
四
第
二
項
」
に
改
め
、

同
条
第
二
号
中
「
及
び
出
資
農
事
組
合
法
人
に
あ
っ
て
は

」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中

、

「
議
決
」
を
「
決
議
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
中
「
第
七
十
二
条
の
十
八
の
十
」
を
「
第
七
十
二
条
の
四
十
四
」
に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
を
削
る
。

第
四
十
二
条
第
二
項
中
「
を
議
決
」
を
「
に
つ
い
て
決
議
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
一
条
と
し
、

第
四
十
三
条
を
第
四
十
二
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
組
織
変
更
の
届
出
）

出
資
組
合
又
は
出
資
農
事
組
合
法
人
は
、
株
式
会
社
へ
の
組
織
変
更
を
し
た
と
き
は
、

第
四
十
三
条

法
第
七
十
三
条
の
十
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
届
出
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
知
事
に

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

組
織
変
更
計
画
書

二

組
織
変
更
の
決
議
を
し
た
総
会
議
事
録
の
謄
本

三

組
織
変
更
後
の
登
記
事
項
証
明
書

２

前
項
の
規
定
は
、
非
出
資
組
合
又
は
非
出
資
農
事
組
合
法
人
が
一
般
社
団
法
人
へ
の
組
織
変
更
を

し
た
と
き
の
法
第
八
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
三
条
の
十
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
二
十
九
号

岡
山
県
県
民
生
活
関
係
手
数
料
徴
収
条
例
（
平
成
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
十
一
号
）
第
二
条
第
五
号

に
規
定
す
る
一
般
旅
券
の
発
給
に
お
い
て
人
道
上
の
配
慮
を
必
要
と
す
る
場
合
を
次
の
と
お
り
定
め

る
。な

お
、
平
成
二
十
六
年
岡
山
県
告
示
第
三
百
二
十
八
号
は
、
廃
止
す
る
。

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

外
国
に
お
い
て
申
請
者
の
親
族
（
二
親
等
内
の
親
族
に
限
る

）
が
病
気
、
事
故
、
天
災
等
に
よ

。

り
、
死
亡
し
、
又
は
生
命
若
し
く
は
身
体
に
危
険
が
生
じ
た
た
め
、
申
請
者
が
緊
急
に
渡
航
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
合

二

真
に
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
申
請
者
が
前
号
に
規
定
す
る
者
と
と
も
に
緊
急
に
渡
航
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

三

外
国
に
お
け
る
事
故
、
天
災
等
に
よ
り
、
業
務
に
関
す
る
急
迫
の
事
態
が
生
じ
た
た
め
、
申
請
者

で
な
け
れ
ば
対
応
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
申
請
者
が
緊
急
に
渡
航
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
三
十
号

農
業
協
同
組
合
法
施
行
細
則
に
定
め
る
申
請
書
、
報
告
書
そ
の
他
の
書
類
の
様
式
（
平
成
十
六
年
岡

山
県
告
示
第
四
百
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

本
則
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
の
二

細
則
第
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
農
業
協
同
組
合
新
設
分
割
認
可
申
請
書

様
式
第
三
号

の
二

本
則
第
十
二
号
中
「
第
十
四
条
」
を
「
第
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。

十
二
の
二

細
則
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
農
業
協
同
組
合
共
済
規
程
変
更
届
出
書

様
式

第
十
二
号
の
二

本
則
第
十
四
号
中
「
第
十
六
条
」
を
「
第
十
六
条
第
一
項
」
に

「
農
業
協
同
組
合
信
託
規
程
変
更

、

（
廃
止
）
承
認
申
請
書
」
を
「
農
業
協
同
組
合
信
託
規
程
変
更
承
認
申
請
書
」
に
改
め
、
同
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
四
の
二

細
則
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
農
業
協
同
組
合
信
託
規
程
変
更
（
廃
止
）
届
出

書

様
式
第
十
四
号
の
二

本
則
第
十
七
号
中
「
第
十
九
条
」
を
「
第
十
九
条
第
一
項
」
に

「
農
業
協
同
組
合
宅
地
等
供
給
事

、

業
実
施
規
程
変
更
（
廃
止
）
承
認
申
請
書
」
を
「
農
業
協
同
組
合
宅
地
等
供
給
事
業
実
施
規
程
変
更
承

認
申
請
書
」
に
改
め
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
七
の
二

細
則
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
農
業
協
同
組
合
宅
地
等
供
給
事
業
実
施
規
程
変

更
（
廃
止
）
届
出
書

様
式
第
十
七
号
の
二

本
則
第
十
九
号
中
「
第
二
十
一
条
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
」
に

「
農
業
協
同
組
合
農
業
経
営

、

（

）

」

「

」

、

規
程
変
更

廃
止

承
認
申
請
書

を

農
業
協
同
組
合
農
業
経
営
規
程
変
更
承
認
申
請
書

に
改
め

同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

（

）

十
九
の
二

細
則
第
二
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
農
業
協
同
組
合
農
業
経
営
規
程
変
更

廃
止

届
出
書

様
式
第
十
九
号
の
二

本
則
第
二
十
三
号
中
「
農
業
協
同
組
合
解
散
議
決
認
可
申
請
書
」
を
「
農
業
協
同
組
合
解
散
決
議
認

可
申
請
書
」
に
改
め
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

（

）

二
十
三
の
二

細
則
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
農
業
協
同
組
合
解
散
届
出
書

総
会
決
議
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様
式
第
二
十
三
号
の
二

本
則
第
二
十
四
号
中
「
第
二
十
六
条
」
を
「
第
二
十
六
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
の
次
に
次
の
四

号
を
加
え
る
。

二
十
四
の
二

細
則
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
を
廃
止
し
て
い
な
い
旨
の
届
出

書
（
農
業
協
同
組
合
）

様
式
第
二
十
四
号
の
二

二
十
四
の
三

細
則
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
を
廃
止
し
て
い
な
い
旨
の
届
出

書
（
農
事
組
合
法
人
）

様
式
第
二
十
四
号
の
三

二
十
四
の
四

細
則
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
農
業
協
同
組
合
継
続
届
出
書

様
式

第
二
十
四
号
の
四

二
十
四
の
五

細
則
第
二
十
六
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
農
事
組
合
法
人
継
続
届
出
書

様
式

第
二
十
四
号
の
五

本
則
第
二
十
五
号
中
「
農
業
協
同
組
合
検
査
（
議
決
等
の
取
消
し
）
請
求
書
」
を
「
農
業
協
同
組
合

検
査
（
決
議
等
の
取
消
し
）
請
求
書
」
に
改
め
る
。

本
則
第
二
十
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
九
の
二

細
則
第
二
十
九
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
農
業
協
同
組
合
理
事
（
経
営
管
理
委
員
）
構

成
特
例
承
認
申
請
書

様
式
第
二
十
九
号
の
二

本
則
第
三
十
号
中
「
農
業
協
同
組
合
団
体
協
約
（
施
設
専
用
契
約
）
締
結
報
告
書
」
を
「
農
業
協
同

組
合
団
体
協
約
締
結
報
告
書
」
に
改
め
る
。

本
則
第
三
十
一
号
中
「
農
業
協
同
組
合
団
体
協
約
（
施
設
専
用
契
約
）
解
除
報
告
書
」
を
「
農
業
協

同
組
合
団
体
協
約
解
除
報
告
書
」
に
改
め
る
。

本
則
第
三
十
二
号
中
「
農
業
協
同
組
合
役
員
改
選
（
理
事
解
任

（
理
事
の
行
為
の
差
止
め
、
役
員

）

の
責
任
を
追
及
す
る
訴
え
の
提
起
、
参
事
（
会
計
主
任
）
解
任
、
総
会
（
臨
時
総
会
）
招
集
）
請
求
に

関
す
る
報
告
書

を

農
業
協
同
組
合
役
員
改
選

理
事
解
任

理
事
の
行
為
の
差
止
め

役
員

会

」

「

（

）（

、

（

計
監
査
人
）
の
責
任
を
追
及
す
る
訴
え
の
提
起
、
参
事
（
会
計
主
任
）
解
任
、
総
会
（
臨
時
総
会
）
招

集
）
請
求
に
関
す
る
報
告
書
」
に
改
め
る
。

本
則
第
三
十
三
号
中
「
農
業
協
同
組
合
役
員
改
選
（
理
事
解
任

（
理
事
の
行
為
の
差
止
め
、
役
員

）

の
責
任
を
追
及
す
る
訴
え
の
提
起
、
参
事
（
会
計
主
任
）
解
任
、
総
会
（
臨
時
総
会
）
招
集
）
請
求
に

」

「

（

）（

、

対
す
る
措
置
完
了
報
告
書

を

農
業
協
同
組
合
役
員
改
選

理
事
解
任

理
事
の
行
為
の
差
止
め

役
員
（
会
計
監
査
人
）
の
責
任
を
追
及
す
る
訴
え
の
提
起
、
参
事
（
会
計
主
任
）
解
任
、
総
会
（
臨
時

総
会
）
招
集
）
請
求
に
対
す
る
措
置
報
告
書
」
に
改
め
る
。
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本
則
第
四
十
号
中
「
農
事
組
合
法
人
一
時
理
事
の
選
任
請
求
書
」
を
「
農
事
組
合
法
人
一
時
理
事
の

職
務
を
行
う
べ
き
者
の
選
任
請
求
書
」
に
改
め
る
。

本
則
第
四
十
三
号
を
削
る
。

本
則
第
四
十
四
号
中
「
第
四
十
二
条
」
を
「
第
四
十
一
条
」
に

「
様
式
第
四
十
四
号
」
を
「
様
式

、

第
四
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
本
則
第
四
十
三
号
と
す
る
。

本
則
第
四
十
五
号
中
「
第
四
十
三
条
」
を
「
第
四
十
二
条
」
に

「
様
式
第
四
十
五
号
」
を
「
様
式

、

第
四
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
を
本
則
第
四
十
四
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四
十
五

細
則
第
四
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
農
業
協
同
組
合
組
織
変
更
届
出
書

様
式
第
四
十
五
号

四
十
六

細
則
第
四
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
農
事
組
合
法
人
組
織
変
更
届
出
書

様
式
第
四
十
六
号

様
式
第
二
号
添
付
書
類
２
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
添
付
書
類
４
中

を
議
決
し
た

の
決
議
を
し
た

財
産
目
録

最
終
事
業
年
度
に
係
る
財
産
目
録
又
は
貸
借
対
照
表

最
終
事
業
年
度
が
な
い
場

「

」
を
「

（
」
に
改
め
、
同
添
付
書
類
５
及

合
に
あ

て
は

成
立
の
日
に
お
け
る
財
産
目
録
又
は
貸
借
対
照
表

っ

）

，

び
８
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
添
付
書
類
中

を

と
し
、
同
添
付
書

を
議
決
し
た

の
決
議
を
し
た

12

15

類

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同

中

か
ら

次
の

合
併
後
の
出
資
の
総
口
数
及
び
総
額
を
記
載
し
た

11

11

(1)

ま
で
を
削
り
、
同

を
同
添
付
書
類

と
し
、
同
添
付
書
類
中

を

と
し
、
９
の
次
に
次
の
よ
う

(5)

11

14

10

13

に
加
え
る
。

農
業
協
同
組
合
法
第

条
第
４
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る

1
0

6
5

4
9

公
告
及
び
催
告
の
写
し

同
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
を
官
報
の
ほ
か

同
法
第

条

（

9
7

，
，

の
４
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
の
方
法
と
し
て
定
款
に
定
め
た

時
事
に
関
す
る
事
項
を
掲

，

載
す
る
日
刊
新
聞
紙
に
掲
載
す
る
方
法
又
は
電
子
公
告
に
よ
り
し
た
場
合
に
あ

て
は

こ
れ

っ
，

）

ら
の
公
告
の
写
し

農
業
協
同
組
合
法
第

条
第
４
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

条
第
１
項
の
規
定
に
該
当

1
1

6
5

5
0

す
る
場
合
に
あ

て
は

債
権
者
が
一
定
の
期
間
内
に
異
議
を
述
べ
な
か

た
こ
と
を
証
す
る

っ
っ

，

監
事
の
作
成
し
た
書
面

農
業
協
同
組
合
法
第

条
第
４
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る

1
2

6
5

5
0

手
続
を
経
た
場
合
に
あ

て
は

当
該
手
続
を
経
た
こ
と
を
証
す
る
書
面

っ
，

様
式
第
三
号
３

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
３

中
「

」

を
議
決
し
た

の
決
議
を
し
た

財
産
目
録

(2)

(4)

最
終
事
業
年
度
に
係
る
財
産
目
録
又
は
貸
借
対
照
表

最
終
事
業
年
度
が
な
い
場
合
に
あ
て
は

を
「

（

っ
，

」
に
改
め
、
同
３

及
び

中
「

」

成
立
の
日
に
お
け
る
財
産
目
録
又
は
貸
借
対
照
表

を
議
決
し
た

）

(5)

(8)

の
決
議
を
し
た

次
の

合
併
後
の
出
資
の

を
「

」
に
改
め
、
同
３
中

を

と
し
、
同
３

中
「

」
を
「

(13)

(16)

(12)
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」
に
改
め
、
ア
か
ら
オ
ま
で
を
削
り
、
同

を
同
３

と
し
、
同
３
中

総
口
数
及
び
総
額
を
記
載
し
た

(12)

(15)

を

と
し
、

を

と
し
、

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

(11)

(14)

(10)

(13)

(9)

農
業
協
同
組
合
法
第

条
第
４
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

条
第
２
項
の
規
定
に
よ

(10)
6
5

4
9

る
公
告
及
び
催
告
の
写
し

同
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
を
官
報
の
ほ
か

同
法
第

（

，
，

条
の
４
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
の
方
法
と
し
て
定
款
に
定
め
た

時
事
に
関
す
る
事

9
7

，

項
を
掲
載
す
る
日
刊
新
聞
紙
に
掲
載
す
る
方
法
又
は
電
子
公
告
に
よ
り
し
た
場
合
に
あ

て
っ

）

は
こ
れ
ら
の
公
告
の
写
し

，農
業
協
同
組
合
法
第

条
第
４
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

条
第
１
項
の
規
定
に
該

(11)
6
5

5
0

当
す
る
場
合
に
あ

て
は

債
権
者
が
一
定
の
期
間
内
に
異
議
を
述
べ
な
か

た
こ
と
を
証

っ
っ

，

す
る
監
事
の
作
成
し
た
書
面

農
業
協
同
組
合
法
第

条
第
４
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

条
第
２
項
の
規
定
に
よ

(12)
6
5

5
0

る
手
続
を
経
た
場
合
に
あ

て
は

当
該
手
続
を
経
た
こ
と
を
証
す
る
書
面

っ
，

様
式
第
三
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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様式第３号の２

第 号

年 月 日

岡山県知事 殿

新設分割組合

所在地

名称
印設立委員 氏 名○

（以下設立委員全員上にならう）

農業協同組合新設分割認可申請書

農業協同組合法（昭和22年法律第132号）第70条の３第３項の規定により，農業

協同組合の新設分割の認可を関係書類を添えて申請します。

記

１ 新設分割設立組合の所在地及び名称

２ 添付書類

（１） 新設分割の理由書

（２） 新設分割の決議をした総会（総代会）議事録の謄本

（３） 新設分割計画書

（４） 最終事業年度に係る貸借対照表（最終事業年度がない場合にあっては，

成立の日における貸借対照表）

（５） 総代会で新設分割の決議をした新設分割組合にあっては，農業協同組合

法第70条の３第５項において準用する同法第48条の２第１項の規定による

通知の状況を記載した書類

（６） 農業協同組合法第70条の３第５項において準用する同法第48条の２第２

項の規定による総会の招集があった新設分割組合にあっては，当該総会の

開催までの経過を記載した書類及び当該総会議事録の謄本

（７） 新設分割経過報告書

（８） 新設分割の決議をした総会（総代会）の招集通知の写し

（９） 新設分割に係る理事会議事録の謄本

（10） 農業協同組合法第70条の３第５項において準用する同法第49条第２項の

規定による公告及び催告の写し（同条第３項の規定により，公告を官報の

， ，ほか 同法第97条の４第２項の規定により公告の方法として定款に定めた

時事に関する事項を掲載する日刊新聞紙に掲載する方法又は電子公告によ

りした場合にあっては，これらの公告の写し）

（11） 農業協同組合法第70条の３第５項において準用する同法第50条第１項の

規定に該当する場合にあっては，債権者が一定の期間内に異議を述べなか

ったことを証する監事の作成した書面

（12） 農業協同組合法第70条の３第５項において準用する同法第50条第２項の

規定による手続を経た場合にあっては，当該手続を経たことを証する書面

（13） 新設分割後の新設分割組合の出資の総口数及び総額を記載した書類

（14） 新設分割組合の事業計画書（新設分割の基本方針に関する事項，新設分

割後の事業経営についての基本方針に関する事項及び新設分割の日を含む

事業年度以後の事業計画を内容に含むものに限る ）。
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（15） 新設分割設立組合の定款，各種事業実施規程，事業計画書（事業経営に

ついての基本方針に関する事項及び新設分割の日を含む事業年度以後の事

業計画を内容に含むものに限る ，組合員数，役員の履歴書及び事務所。）

の位置を記載した書類

（16） 農業協同組合法第70条の３第５項において準用する同法第66条第１項の

規定により選任された設立委員であることを証する監事の作成した書面及

び設立委員会議事録の謄本

（17） その他参考となるべき事項を記載した書類
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様
式
第
四
号
添
付
書
類
２
中
「を

行
う
こ
と
を
議
決
し
た

」
を
「の

決
議
を
し
た

」
に
改
め
、
同
添

付
書
類
４
中
「財

産
目
録

」
を
「最

終
事
業
年
度
に
係
る
財
産
目
録
又
は
貸
借
対
照
表

（最
終
事
業
年

度
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は

成
立
の
日
に
お
け
る
財
産
目
録
又
は
貸
借
対
照
表

）
」
に
改
め
、
同
添

，

付
書
類
５
及
び
８
中
「を

議
決
し
た

」
を
「の

決
議
を
し
た

」
に
改
め
、
同
添
付
書
類
中

を

と
し
、

13

16

同
添
付
書
類

中

か
ら

ま
で
を
削
り
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、
同

を
同

12

(1)

(4)

(5)

(1)

(6)

(2)

(7)

(3)

12

添
付
書
類

と
し
、
同
添
付
書
類
中

を

と
し
、
同
添
付
書
類

中
「権

利
義
務
承
継

」
を
「権

利

15

11

14

10

義
務
の
承
継

」
に
改
め
、
同

を
同
添
付
書
類

と
し
、
同
添
付
書
類
９
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

10

13

1
0
農
業
協
同
組
合
法
第
7
0
条
第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
6
5
条
第
４
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
4
9
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
及
び
催
告
の
写
し

（同
条
第
３
項
の
規
定
に
よ

り
公
告
を
官
報
の
ほ
か

同
法
第
9
7
条
の
４
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
の
方
法
と
し
て
定

，
，

款
に
定
め
た

時
事
に
関
す
る
事
項
を
掲
載
す
る
日
刊
新
聞
紙
に
掲
載
す
る
方
法
又
は
電
子
公

，

告
に
よ
り
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は

こ
れ
ら
の
公
告
の
写
し

）

，

1
1
農
業
協
同
組
合
法
第
7
0
条
第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
6
5
条
第
４
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
5
0
条
第
１
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は

債
権
者
が
一
定
の
期
間
内

，

に
異
議
を
述
べ
な
か
っ
た
こ
と
を
証
す
る
監
事
の
作
成
し
た
書
面

1
2
農
業
協
同
組
合
法
第
7
0
条
第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
6
5
条
第
４
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
5
0
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
手
続
を
経
た
場
合
に
あ
っ
て
は

当
該
手
続
を
経
た

，

こ
と
を
証
す
る
書
面

様
式
第
五
号
添
付
書
類
３
中
「議

決

」
を
「決

議

」
に
改
め
、
同
添
付
書
類
４
中
「を

議
決
し
た

」

を
「の

決
議
を
し
た

」
に
改
め
る
。

様
式
第
六
号
添
付
書
類
３
中
「議

決

」
を
「決
議

」
に
改
め
、
同
添
付
書
類
４
中
「を

議
決
し
た

」

を
「の

決
議
を
し
た

」
に
改
め
る
。

様
式
第
七
号
添
付
書
類
３
中
「を

議
決
し
た

」
を
「の

決
議
を
し
た

」
に
改
め
る
。

様
式
第
八
号
添
付
書
類
３
中
「議
決

」
を
「決

議

」
に
改
め
る
。

様
式
第
九
号
添
付
書
類
２
及
び
様
式
第
十
号
添
付
書
類
２
中
「を

議
決
し
た

」
を
「の

決
議
を
し
た

」

に
改
め
る
。

様
式
第
十
一
号
中
「第

1
1
条
の
７
第
１
項

」
を
「第

1
1
条
の
1
7
第
１
項

」
に
改
め
、
同
様
式
添
付
書

類
３
中
「議
決

」
を
「決

議

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
二
号
中
「第

1
1
条
の
７
第
３
項

」
を
「第

1
1
条
の
1
7
第
３
項

」
に
改
め
、
同
様
式
添
付
書

類
２
中
「を

議
決
し
た

」
を
「の

決
議
を
し
た

」
に
、
「で

議
決
し
た

」
を
「で

決
議
を
し
た

」
に
改

め
、
同
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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様式第12号の２

第 号

年 月 日

岡山県知事 殿

所在地

組合の名称
印代表理事 氏 名○

農業協同組合共済規程変更届出書

農業協同組合法（昭和22年法律第132号）第11条の17第４項の規定により，共済

規程の変更を関係書類を添えて届け出ます。

添付書類

１ 変更の理由書及び共済規程の新旧条文を対照した書面（別記）

２ 変更の決議をした総会（総代会）の議案及び議事録の謄本（農業協同組合法第

44条第５項の規定により，理事会で決議をした場合にあっては，当該理事会の議

案及び議事録の謄本）

３ 現行の共済規程の全文を記載した書類
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別記

変更の理由書及び共済規程の新旧条文を対照した書面

組合名（ ）

新 条 文 旧 条 文 変 更 の 理 由
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様
式
第
十
三
号
中
「

1
1

2
3

」
を
「

1
1

4
2

」
に
改
め
、
同
様
式
添
付
書

第
条
の

第
１
項

第
条
の

第
１
項

類
３
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

議
決

決
議

農
業
協
同
組
合
信
託
規
程
変
更

廃
止

承
認
申
請
書

農
業
協
同

様
式
第
十
四
号
中
「

（

）

」
を
「

」
に

「

1
1

2
3

」
を
「

1
1

4
2

」

組
合
信
託
規
程
変
更
承
認
申
請
書

第
条
の

第
３
項

第
条
の

第
３
項

、

変
更

廃
止

の
変
更
の

又
は
廃
止

変

に

を

に
改
め

同
様
式
添
付
書
類
１
中

及
び

、「

（

）

」

「

」

、

「

」

「

更
の
場
合
に
あ

て
は

又
は
廃
止
を
議
決
し
た

の
決
議
を
し

っ

」
を
削
り
、
同
添
付
書
類
２
中
「

」
を
「

た
変
更
の
場
合
に
あ

て
は

信
託
規
定

信

」
に
改
め
、
同
添
付
書
類
３
中
「

」
を
削
り

「

」
を
「

っ

、

，

」
に
改
め
、
同
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

託
規
程
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様式第14号の２

第 号

年 月 日

岡山県知事 殿

所在地

組合の名称
印代表理事 氏 名○

農業協同組合信託規程変更（廃止）届出書

農業協同組合法（昭和22年法律第132号）第11条の42第４項の規定により，信託

規程の変更（廃止）を関係書類を添えて届け出ます。

添付書類

１ 変更又は廃止の理由書及び変更の場合にあっては信託規程の新旧条文を対照し

た書面（別記）

２ 変更又は廃止の決議をした総会（総代会）の議案及び議事録の謄本

３ 変更の場合にあっては，現行の信託規程の全文を記載した書類
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別記

変更の理由書及び信託規程の新旧条文を対照した書面

組合名（ ）

新 条 文 旧 条 文 変 更 の 理 由
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様
式
第
十
五
号
中
「

1
1

2
6

」
を
「

1
1

4
5

」
に
改
め
る
。

第
条
の

第
条
の

様
式
第
十
六
号
中
「

1
1

2
9

」
を
「

1
1

4
8

」
に
改
め
、
同
様
式
添
付
書

第
条
の

第
１
項

第
条
の

第
１
項

類
３
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

議
決

決
議

様
式
第
十
七
号
中
「

（

）

」
を

農
業
協
同
組
合
宅
地
等
供
給
事
業
実
施
規
程
変
更

廃
止

承
認
申
請
書

農
業
協
同
組
合
宅
地
等
供
給
事
業
実
施
規
程
変
更
承
認
申
請
書

第
条
の

第

「

」
に

「

1
1

2
9

、

」
を
「

1
1

4
8

」
に

「

（

）

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
添

３
項

第
条
の

第
３
項

変
更

廃
止

の
変
更
の

、

又
は
廃
止

変
更
の
場
合
に
あ

て
は

又
は

付
書
類
１
中
「

」
及
び
「

」
を
削
り
、
同
添
付
書
類
２
中
「

っ

」
を
「

」
に
改
め
、
同
添
付
書
類
３
中
「

」

廃
止
を
議
決
し
た

の
決
議
を
し
た

変
更
の
場
合
に
あ
て
は

っ
，

を
削
り
、
同
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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様式第17号の２

第 号

年 月 日

岡山県知事 殿

所在地

組合の名称
印代表理事 氏 名○

農業協同組合宅地等供給事業実施規程変更（廃止）届出書

農業協同組合法（昭和22年法律第132号）第11条の48第４項の規定により，宅地

等供給事業実施規程の変更（廃止）を関係書類を添えて届け出ます。

添付書類

１ 変更又は廃止の理由書及び変更の場合にあっては宅地等供給事業実施規程の新

旧条文を対照した書面（別記）

２ 変更又は廃止の決議をした総会（総代会）の議案及び議事録の謄本

３ 変更の場合にあっては，現行の宅地等供給事業実施規程の全文を記載した書類
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別記

変更の理由書及び宅地等供給事業実施規程の新旧条文を対照した書面

組合名（ ）

新 条 文 旧 条 文 変 更 の 理 由

平成２８年４月１日　岡山県公報　号外



様
式
第
十
八
号
中
「

1
1

3
2

」
を
「

1
1

5
1

」
に
改
め
、
同
様
式
添
付
書

第
条
の

第
１
項

第
条
の

第
１
項

類
３
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

議
決

決
議

農
業
協
同
組
合
農
業
経
営
規
程
変
更

廃
止

承
認
申
請
書

農
業

様
式
第
十
九
号
中
「

（

）

」
を
「

」
に

「

1
1

3
2

」
を
「

1
1

5
1

協
同
組
合
農
業
経
営
規
程
変
更
承
認
申
請
書

第
条
の

第
３
項

第
条
の

、

」

、「

（

）

」

「

」

、

「

」

第
３
項

変
更

廃
止

の
変
更
の

又
は
廃
止

に

を

に
改
め

同
様
式
添
付
書
類
１
中

変
更
の
場
合
に
あ

て
は

又
は
廃
止
を
議
決
し
た

の

及
び
「

」
を
削
り
、
同
添
付
書
類
２
中
「

」
を
「

っ

」
に
改
め
、
同
添
付
書
類
３
中
「

」
を
削
り
、
同
様
式
の
次

決
議
を
し
た

変
更
の
場
合
に
あ

て
は

っ
，

に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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様式第19号の２

第 号

年 月 日

岡山県知事 殿

所在地

組合の名称
印代表理事 氏 名○

農業協同組合農業経営規程変更（廃止）届出書

農業協同組合法（昭和22年法律第132号）第11条の51第４項の規定により，農業

経営規程の変更（廃止）を関係書類を添えて届け出ます。

添付書類

１ 変更又は廃止の理由書及び変更の場合にあっては農業経営規程の新旧条文を対

照した書面（別記）

２ 変更又は廃止の決議をした総会（総代会）の議案及び議事録の謄本

３ 変更の場合にあっては，現行の農業経営規程の全文を記載した書類
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別記

変更の理由書及び農業経営規程の新旧条文を対照した書面

組合名（ ）

新 条 文 旧 条 文 変 更 の 理 由

平成２８年４月１日　岡山県公報　号外



を
議
決
し
た

の
決
議
を
し
た

農
様
式
第
二
十
一
号
３

及
び

中

を

に
改
め

同
３

中

「

」

「

」

、

「

(2)

(3)

(5)

業
協
同
組
合
法
第

条
の
２
第
４
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
し

5
0

4
9

た
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表

最
終
事
業
年
度
が
な
い

」
を
「

（

場
合
に
あ

て
は

成
立
の
日
に
お
け
る
貸
借
対
照
表

同
法
第

条
の
２

っ

）
」
に
改
め
、
同
３

中
「

5
0

，

（6）

4
9

」
を
「

」
に

「

9
2

」
を

第
４
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

条
第
３
項

同
条
第
３
項

第
条
第
２
項

、

「

9
7

」
に
改
め

「

」
を
削
る
。

第
条
の
４
第
２
項

の
み

、
を
議
決
し
た

の
決
議
を
し
た

農

様
式
第
二
十
二
号
３

及
び

中

を

に
改
め

同
３

中

「

」

「

」

、

「

(2)

(3)

（4）

業
協
同
組
合
法
第

条
の
４
第
４
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
し

5
0

4
9

た
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表

最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表

最
終
事
業
年
度
が
な
い

」
を
「

（

場
合
に
あ

て
は

成
立
の
日
に
お
け
る
貸
借
対
照
表

同
法
第

条
の
４

っ

）
」
に
改
め
、
同
３

中
「

5
0

，

(5)

4
9

」
を
「

」
に

「

9
2

」
を

第
４
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

条
第
３
項

同
条
第
３
項

第
条
第
２
項

、

「

9
7

項
」
に
改
め

「

」
を
削
る
。

第
条
の
４
第
２

の
み

、

農
業
協
同
組
合
解
散
議
決
認
可
申
請
書

農
業
協
同
組
合
解
散
決
議
認

様
式
第
二
十
三
号
中
「

」
を
「

可
申
請
書

の
議
決

の
決
議

を
議
決
し
た

の
決

」
に

「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
２

中
「

」
を
「

、

(2)

」
に
改
め
、
同
２

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
２

議
を
し
た

及
び
出
資
組
合
に
あ

て
は

又
は

っ

(3)

，

(5)

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

を
議
決
し
た

の
決
議
を
し
た
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様式第23号の２

第 号

年 月 日

岡山県知事 殿

所在地

組合の名称
印代表理事 氏 名○

農業協同組合解散届出書（総会決議）

農業協同組合法（昭和22年法律第132号）第64条第４項の規定により，農業協同

組合の解散を届け出ます。

記

１ 解散の決議をした総会の開催年月日

２ 添付書類

（１） 解散の理由書

（２） 解散の決議をした総会（総代会）議事録の謄本

（３） 解散時の財産目録又は貸借対照表

（４） 清算人名簿

（５） 解散の決議をした総会（総代会）の招集通知の写し

（６） 解散に係る理事会議事録の謄本

（７） 解散の登記に係る登記事項証明書

（８） その他参考となるべき事項を記載した書類
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第
条
第
４
項

第
条
第
５
項

及
び

様
式
第
二
十
四
号
中
「

6
4

」
を
「

6
4

」
に
改
め
、
同
様
式
２

中
「

(2)

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
の
次
に
次
の
四
様
式
を
加
え
る
。

出
資
組
合
に
あ

て
は

又
は

っ
，

平成２８年４月１日　岡山県公報　号外



様式第24号の２

第 号

年 月 日

岡山県知事 殿

所在地

組合の名称
印代表理事 氏 名○

事業を廃止していない旨の届出書（農業協同組合）

農業協同組合法（昭和22年法律第132号）第64条の２第１項の規定により，事業

を廃止していない旨を届け出ます。

記

添付書類

１ 直近（ 年 月 日）の総会（総代会）議事録の謄本

２ 財産目録又は貸借対照表
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様式第24号の３

第 号

年 月 日

岡山県知事 殿

所在地

法人の名称
印代表理事 氏 名○

事業を廃止していない旨の届出書（農事組合法人）

農業協同組合法（昭和22年法律第132号）第73条第４項において準用する同法第

64条の２第１項の規定により，事業を廃止していない旨を届け出ます。

記

添付書類

１ 直近（ 年 月 日）の総会議事録の謄本

２ 財産目録又は貸借対照表
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様式第24号の４

第 号

年 月 日

岡山県知事 殿

所在地

組合の名称
印代表理事 氏 名○

農業協同組合継続届出書

農業協同組合法（昭和22年法律第132号）第64条の３第１項の規定により農業協

同組合の継続の決議をしたので，その旨を届け出ます。

記

１ 継続の理由

２ 添付書類

（１） 継続の理由書

（２） 継続の決議をした総会（総代会）議事録の謄本

（３） 継続の決議をした日における財産目録又は貸借対照表

（４） 理事の名簿

（５） 継続の決議をした総会（総代会）の招集通知の写し

（６） 継続に係る清算人会の議事録の謄本

（７） 事業計画書

（８） 継続の登記に係る登記事項証明書

（９） その他参考となるべき事項を記載した書類

平成２８年４月１日　岡山県公報　号外



様式第24号の５

第 号

年 月 日

岡山県知事 殿

所在地

法人の名称
印代表理事 氏 名○

農事組合法人継続届出書

農業協同組合法（昭和22年法律第132号）第73条第４項において準用する同法第

64条の３第１項の規定により農事組合法人の継続の決議をしたので，その旨を届け

出ます。

記

１ 継続の理由

２ 添付書類

（１） 継続の理由書

（２） 継続の決議をした総会議事録の謄本

（３） 継続の決議をした日における財産目録又は貸借対照表

（４） 理事の名簿

（５） 継続の決議をした総会の招集通知の写し

（６） 継続に係る清算人会の議事録の謄本

（７） 事業計画書

（８） 継続の登記に係る登記事項証明書

（９） その他参考となるべき事項を記載した書類

平成２８年４月１日　岡山県公報　号外



農
業
協
同
組
合
検
査

議
決
等
の
取
消
し

請
求
書

農
業
協
同
組
合

様
式
第
二
十
五
号
中
「

（

）

」
を
「

（

）

」

、「

（

」

「

（

」

、

検
査

決
議
等
の
取
消
し

請
求
書

の
検
査

議
決
等

の
検
査

決
議
等

に

を

に
改
め

同
様
式
１

中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

議
決

決
議

(2)

様
式
第
二
十
六
号
添
付
書
類
２
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

を
議
決
し
た

の
決
議
を
し
た

様
式
第
二
十
九
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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様式第29号の２

第 号

年 月 日

岡山県知事 殿

所在地

組合の名称
印代表理事 氏 名○

農業協同組合理事（経営管理委員）構成特例承認申請書

農業協同組合法施行規則（平成17年農林水産省令第27号）第76条の２第１項第３

号イ（第２項第３号イ）の規定により，次のとおり承認を申請します。

記

１ 理事（経営管理委員）の選挙又は選任の時期 年 月 日

２ 農業協同組合法（昭和22年法律第132号）第30条第12項各号（第１号）に掲げ

る者の数 名

３ 理事（経営管理委員）の定数 名

４ 認定農業者に準ずる者の数 名

５ 添付書類

（１） 理事（経営管理委員）の定数の過半数を２又は４の者とすることとすれ

ば理事の選挙又は選任に著しい困難が生ずると判断した理由書

（２） その他参考となるべき事項を記載した書類

平成２８年４月１日　岡山県公報　号外



様
式
第
三
十
号
中
「

（

）

」
を
「

農
業
協
同
組
合
団
体
協
約

施
設
専
用
契
約

締
結
報
告
書

農
業
協
同
組
合
団
体
協
約
締
結
報
告
書

第
条
第
１
項

施

」
に
改
め

「

1
9

」
を
削
り

「

、
（

）

、
（

設
専
用
契
約

を
締
結
し
た

を
締
結
し
た

施
設
専
用
契
約

の
名
称

の
名

）

」
を
「

」
に

「

）

」
を
「

、
（

」
に
改
め
る
。

称

様
式
第
三
十
一
号
中
「

（

）

」
を
「

農
業
協
同
組
合
団
体
協
約

施
設
専
用
契
約

解
除
報
告
書

」
に

「

）

」
を

農
業
協
同
組
合
団
体
協
約
解
除
報
告
書

施
設
専
用
契
約

を
解
除
し
た

、
（

「

」
に
改
め
、
同
様
式
１
中
「

」
を
削
る
。

を
解
除
し
た

施
設
専
用
契
約

（

）

様
式
第
三
十
二
号
中

農
業
協
同
組
合
役
員
改
選

理
事
解
任

理
事
の
行
為
の
差
止
め
・
役
員

「

（

）
（（

）

（

を

の
責
任
を
追
及
す
る
訴
え
の
提
起
・
参
事

会
計
主
任

解
任
・
総
会

臨

）

）

」

時
総
会

招
集

請
求
に
関
す
る
報
告
書

農
業
協
同
組
合
役
員
改
選

理
事
解
任

理
事
の
行
為
の
差
止
め
・
役
員

「

（

）
（

（

）

（

）

、「

」

会
計
監
査
人

の
責
任
を
追
及
す
る
訴
え
の
提
起
・
参
事
会
計
主
任

第
条
の
２

に

4
0

（

）

）

」

解
任
・
総
会

臨
時
総
会

招
集

請
求
に
関
す
る
報
告
書

を
「

4
1

」
に
改
め
る
。

第
条

様
式
第
三
十
三
号
中

農
業
協
同
組
合
役
員
改
選

理
事
解
任

理
事
の
行
為
の
差
止
め
・
役
員

「

（

）
（（

）

（

を

の
責
任
を
追
及
す
る
訴
え
の
提
起
・
参
事

会
計
主
任

解
任
・
総
会

臨

）

）

」

時
総
会

招
集

請
求
に
対
す
る
措
置
報
告
書

農
業
協
同
組
合
役
員
改
選

理
事
解
任

理
事
の
行
為
の
差
止
め
・
役
員

「

（

）
（

（

）

（

）

に
改
め
る
。

会
計
監
査
人

の
責
任
を
追
及
す
る
訴
え
の
提
起
・
参
事

会
計
主
任

（

）

）

」

解
任
・
総
会

臨
時
総
会

招
集

請
求
に
対
す
る
措
置
報
告
書

様
式
第
三
十
七
号
中
「

7
2

1
6

」
を
「

7
2

3
2

」
に
改
め
る
。

第
条
の

第
４
項

第
条
の

第
４
項

様
式
第
三
十
八
号
中
「

7
2

1
8

」
を
「

7
2

3
5

」
に
改
め
る
。

第
条
の

第
３
項

第
条
の

第
３
項

様
式
第
三
十
九
号
中
「

7
2

1
3

」
を
「

7
2

2
9

」
に
改
め
、
同
様
式
添
付

第
条
の

第
２
項

第
条
の

第
２
項

「

」

「

」

、

「

」

「

」

書
類
２
中

を

に
改
め

同
添
付
書
類
３
中

を

を
議
決
し
た

の
決
議
を
し
た

議
決

決
議

に
改
め
る
。

農
事
組
合
法
人
一
時
理
事
の
選
任
請
求
書

農
事

様
式
第
四
十
号
中
「

」
を
「

」
に

「

7
2

1
2

」
を
「

7
2

組
合
法
人
一
時
理
事
の
職
務
を
行
う
べ
き
者
の
選
任
請
求
書

第
条
の

の
６

第

、

2
2

」
に

「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

条
の

一
時
理
事

一
時
理
事
の
職
務
を
行
う
べ
き
者

、

，
，
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様
式
第
四
十
一
号
中
「

7
2

1
7

」
を
「

7
2

3
4

」
に
改
め
、
同
様
式
添
付

第
条
の

第
２
項

第
条
の

第
２
項

及
び
出
資
農
事
組
合
法
人
に
あ

て
は

又
は

議

書
類
２
中

を

に
改
め

同
添
付
書
類
３
中

「

」

「

」

、

「

っ
，

」
を
「

」
に
改
め
る
。

決
決
議

様
式
第
四
十
二
号
中
「

7
2

1
8
1
0

」
を
「

7
2

4
4

」
に
改
め
る
。

第
条
の

の
第

条
の

様
式
第
四
十
三
号
を
削
る
。

「

」

「

」

、

「

」

様
式
第
四
十
四
号
中

4
2

を

4
1

に
改
め

同
様
式
添
付
書
類
２
中

第
条

第
条

を
議
決
し
た

を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
四
十
三
号
と
し
、
様
式
第
四
十
五
号
を
様

に
つ
い
て
決
議
を
し
た

式
第
四
十
四
号
と
し
、
同
様
式
の
次
に
次
の
二
様
式
を
加
え
る
。
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様式第45号

第 号

年 月 日

岡山県知事 殿

所在地

（旧組合の名称 ）

（代表理事 氏 名 ）

新法人名

代表取締役（代表理事）
印氏 名○

農業協同組合組織変更届出書

農業協同組合法（昭和22年法律第132号）第73条の10（第80条において準用する

同法第73条の10）の規定により，農業協同組合の組織変更を関係書類を添えて届け

出ます。

記

１ 変更後の組織 株式会社・一般社団法人

２ 組織変更年月日

３ 添付書類

（１） 組織変更計画書

（２） 組織変更の決議をした総会（総代会）議事録の謄本

（３） 組織変更後の登記事項証明書

注 １については，該当しない組織を削ること。
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様式第46号

第 号

年 月 日

岡山県知事 殿

所在地

（旧法人の名称 ）

（代表理事 氏 名 ）

新法人名

代表取締役（代表理事）
印氏 名○

農事組合法人組織変更届出書

農業協同組合法（昭和22年法律第132号）第73条の10（第80条において準用する

同法第73条の10）の規定により，農事組合法人の組織変更を関係書類を添えて届け

出ます。

記

１ 変更後の組織 株式会社・一般社団法人

２ 組織変更年月日

３ 添付書類

（１） 組織変更計画書

（２） 組織変更の決議をした総会議事録の謄本

（３） 組織変更後の登記事項証明書

注 １については，該当しない組織を削ること。
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附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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